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要旨 

有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律（家庭用品規制法）では家庭用品

中の有害物質の含有量等について基準を設定しているが、現在、家庭用品規制法にお

ける有害物質候補の選定基準および選定方法の明確化が求められている。そこで、家

庭用品中の化学物質の毒性および曝露に関する情報の収集方法を検討し、有害物質

として指定を検討すべき物質の選定方法のあり方の提案が必要とされている。本研

究では、日本人の正確な曝露量を推計するため、さまざまな条件を想定できる各種経

路の曝露シナリオおよび曝露係数等を調査した。その結果、経皮、経口および吸入の

各曝露経路について、様々な曝露シナリオを収集することができ、いくつかの製品に

ついては具体的な曝露評価事例も確認できた。また、曝露評価に必要となる、身体デ

ータ、行動情報および家庭用品の購入や使用に関する情報についても、有効な情報が

収集できる情報源を確認した。今後、海外の情報との比較も含めて、収集した情報の有

効性を議論していく予定である。 

A. 研究目的

有害物質を含有する家庭用品の規制に

関する法律（以下、家庭用品規制法）では、

21 種類の有害物質について対象家庭用品

中の基準が設定されている。近年、住環境

の変化と生活様式の多様化により、様々

な化学物質が使用された多種多様な家庭

用品が開発されている。この状況変化に

応じた、新たな有害物質の指定や対象家

庭用品の見直し等が必要になっている。

家庭用品規制法における有害物質の指定

は、候補となる物質の健康被害報告、諸外

国規制、学術文献等の情報や必要に応じ

て実施された毒性試験の結果をもとにし

て、薬事・食品衛生審議会で審議、決定さ

れる。しかし、資料となる情報の収集先や

候補物質の選定方法については定められ

ておらず、随時検討しているのが現状で

ある。有害物質の選定には健康リスク評

価が求められ、そのためには対象物質の
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毒性と曝露の両方の情報が必要となる。

そこで、本研究では家庭用品規制法にお

ける有害物質候補の明確な選定基準およ

び方法などを定めるあり方を提案するこ

とを目的として、今年度は、国内における

家庭用品中の化学物質の曝露に関する情

報源を探索した。 

 

B. 研究方法 

B.1 調査した情報 

国内の公的機関の評価書や我が国での

学術論文等を情報源とし、公表されてい

る各種経路の曝露シナリオに関する情報

を収集した。また、曝露評価に必要な日本

人のデータおよび家庭用品の使用方法に

関する情報についても同様に調査した。 

 

C. 結果および考察 

 曝露評価では、製品の使用方法や設置

状況等を把握し、そこから曝露シナリオ

を構築して、シナリオに沿った適切な曝

露量算出式や曝露係数を選択しなければ

ならない。そのため、さまざまな条件を想

定できる各種経路の曝露シナリオおよび

曝露係数等を調査した。 

C.1 曝露シナリオおよび曝露量の推計 

独立行政法人 製品技術評価基盤機構 

(NITE) は「GHS 表示のための消費者製品

のリスク評価手法のガイダンス」を公表

している 1)。本ガイダンスは国連文書であ

る「化学品の分類および表示に関する世

界調和システム  (Globally Harmonized 

System of Classification and Labelling of 

Chemicals, GHS)」2) およびこれを踏まえて

作成された「GHS 表示のために行う消費

者製品の暴露に由来するリスク評価の考

え方」3) に基づき作成したもので、GHS の

分類表示に係わる消費者製品による慢性

的な健康有害性に関するリスク評価の手

法について述べたものである。このリス

ク評価では、一般環境経由や他の製品か

らの寄与は考慮しない、推定ヒト曝露量 

(Estimated Human Exposure, EHE) の求め

方を示している。本ガイダンスの EHE 算

出に対応している曝露量推算ソフトが

「CHEM-NITE ver. 2.0」である 4)。このソ

フトは基本的に定常状態を想定しており、

曝露量の時間変化が重要な場合は直接使

用できない。また、NITE、経済産業省 製

造産業局 化学物質管理課、厚生労働省 

医薬・生活衛生局 医薬品審査管理課 化

学物質安全対策室による「製品含有化学

物質のリスク評価 (デカブロモジフェニ

ルエーテル)」5) や産業技術総合研究所 

(以下、AIST) の化学物質リスク評価管理

研究センターによる「製品含有化学物質

の暴露評価手法開発に関する調査」6) にお

いても曝露量の評価が行われている。こ

れらで用いられている曝露量算出式を

C.1.1～C.1.4 に示す。 

C.1.1 経皮曝露 

経皮曝露における EHE を算出する式 1

～式 5 を示す 1,5)。基本的には EHE (derm) 

= 皮膚付着対象物質濃度×移行率／体重

である。式 1～式 3 は接触する体積を仮定

する仮想体積モードで、式 2 および式 3

は式 1 の一部を変更した式である。適応

製品例はおもちゃや家具などの成形品、

洗剤等である。式 4 は接触した物質を吸

収する速度を利用する推計である。式 5は

使用した一部が皮膚に付着 (一定比率付

着) することによる経皮曝露に用いられ
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る。 

式 1 

 

 

EHE (derm): 経皮曝露量 (mg/kg/day) 

C: 製品中物質濃度 (mg/cm3) 

Ls: 皮膚接触層厚 (cm) 

Sp: 曝露身体面積 (cm2) 

n: 1 日あたりの使用回数 (回/day) 

a (derm): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 2 

経皮曝露量 (ng/kg/day) 

＝衣類中の残留量 (mg/cm2)×衣類から皮

膚表面への移行割合×曝露身体面積 Sp 

(cm2)×1 日あたりの使用回数 n (回/day)×

体内吸収率 a／体重 (kg) 

 

式 3 

経皮曝露量 (ng/kg/day) 

＝溶出濃度 (ng/mL)×接触面積 (cm2/day)

×水相厚 (cm)×体内吸収率×滞在時間

比率／体重 (kg) 

 

式 4 

 

 

EHE (derm): 経皮曝露量 (mg/kg/day) 

Sp: 曝露身体面積 (cm2) 

Ml: 経皮吸収速度 (mg/cm2/hr) 

t: 1 回あたりの曝露時間 (hr/回) 

n: 1 日あたりの使用回数 (回/day) 

a (derm): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 5 

 

 

EHE (derm): 経皮曝露量 (mg/kg/day) 

Ap: 使用製品重量 (mg) 

Wr: 化学物質含有率 (無次元) 

Md: 皮膚付着率 (無次元) 

n: 1 日あたりの使用回数 (回/day) 

a (derm): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

 厚生労働省が簡易なリスクアセスメン

トツールとして化学物質取扱事業者に向

けて開発した「CREATE-SIMPLE」におい

ては、推定経皮吸収量を下記の式で評価

している 7)。 

経皮吸収量 (mg) = 皮膚透過係数 (cm/hr)

×水溶解度 (mg/cm3)×接触面積 (cm2)×

接触時間 (hr) 

 

C.1.2 吸入曝露 

吸入曝露の式 6 および式 7 を示す 1,5)。

基本的には EHE (inha) = 空気中対象物質

濃度×空気吸入量／体重であり、空気を

吸入することにより、空気中の対象物質

を吸入する量を推計する。式 7 は室内に

放散したガス態の対象物質を吸入した場

合の曝露量を示す。 

式 6 

 

 

EHE (inha): 吸入曝露量 (mg/kg/day) 

Cat: 曝露期間中の平均空気中濃度 

(mg/m3) 

Q: 呼吸量 (m3/hr) 

t: 1 回あたりの曝露時間 (hr/回) 
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n: 1 日あたりの使用回数 (回/day) 

a (inha): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 7 

吸入曝露量 (ng/kg/day) 

＝室内空気中濃度  (ng/m3) ×呼吸量 

(m3/day)×滞在時間比率／体重 (kg) 

 

C.1.3 経口曝露 

経口曝露の式 8～式 14 を示す 1,5,6)。基

本的には EHE (oral) = 経口摂取物中の対

象物質濃度×経口摂取物の量／体重であ

る。式 8 は口に入れる可能性がある製品

の非意図的摂取の曝露量を推計する。適

応製品例は便箋の封や切手等の接着剤や

のりである。式 9 は食器用洗剤が食器洗

浄後に食器表面に残留し、食器用洗剤に

含有する化学物質が食器から食品に移行

し、食品とともに経口摂取されるシナリ

オを対象とした式である。式 10 は対象物

質を含む製品が食物と接することにより

付着し、その食物を摂取することにより

生じる曝露量を推計する。野菜や果物等

の食物を洗剤で洗浄した場合や食品の側

で製品を使用して食品に移行した場合等

に適応する。式 11 は容器に付着している

対象物質が食品へ移行する割合である容

器から食品への移行率を掛けて食品への

移行する量を算出し、曝露量を推計する。

式 12 は、容器から食品への物質が移動す

る速度である移行速度と容器と食品の接

触時間から食品への付着量を算出し、曝

露量を推計する。式 13 は子供のマウジン

グ、式 14 はハウスダスト由来の経口曝露

量を示す。 

式 8 

 

 

EHE (oral): 経口曝露量 (mg/kg/day) 

Ap: 使用製品重量 (mg) 

Wr: 化学物質含有量 (無次元) 

Mo: 非意図的摂取率 (無次元/回) 

n: 使用頻度 (回/day) 

a (oral): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 9 

DS＝WR×SW／DIL×Ta×Rr×Sa×Mfd 

／BW×1E6 

 DS: 曝露量 (g/kg/day) 

 WR: 製品中化学物質比率 (g/g) 

 SW: 製品比重 (g/cm3) 

 DIL: 希釈率 (cm3/cm3) 

 Ta: 食器表面積あたり残留製品液量 

(mL/cm2) 

 Rr: すすぎによる残存率 

 Sa: 食品－食器接触面積 (cm2/day) 

 Mfd: 容器から食物への移行率 (無次

元) 

 BW: 体重 (kg) 

 

式 10 

 

 

EHE (oral): 経口曝露量 (mg/kg/day) 

Cf: 食物中対象物質濃度 (mg/g) 

Wf: 食物摂取量 (mg/kg) 

a (oral): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 
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式 11 

 

 

EHE (oral): 経口曝露量 (mg/kg/day) 

Cd: 1 日で使用する食品用容器付着物

重量 (mg/g) 

Mfd: 容器から食物への移行率 (無次

元) 

a (oral): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 12 

 

 

EHE (oral): 経口曝露量 (mg/kg/day) 

Cf: 1 日あたりに使用する食品用容器

表面積 (付着部分のみ) (cm2/day) 

Mfp: 容器から食物への移行速度 

(mg/cm2/hr) 

tc: 接触時間 (hr) 

a (oral): 体内吸収率 (無次元) 

BW: 体重 (kg) 

 

式 13 

マウジングによる経口曝露量 (ng/kg/day) 

＝溶出速度 (ng/cm2/min)×マウジング面

積 (cm2)×マウジング時間 (min/day)×滞

在時間比率／体重 (kg) 

 

式 14 

ハウスダスト摂取による経口曝露量 

(ng/kg/day)＝ダスト中濃度 (ng/g)×ハウ

スダスト摂取量 (g/day)×滞在時間比率

／体重 (kg) 

 

 

C.1.4 生涯平均化合計推定曝露量 

生涯において平均化した合計曝露量の

推定として、人の生涯を 70 年と仮定し、

子供の期間 6 年間に曝露量が変化なく継

続し、続く 64 年間は大人の曝露量が継続

すると仮定して式 15 で推定する 5)。 

式 15 

生涯平均化合計推定曝露量 

＝(子供の 1 日当たりの曝露量×6 年＋大

人の 1日当たりの曝露量×64年)／曝露期

間 70 年 

 

C.2 算出式における項目値の推定法 

 各種式に挿入する項目のうち、室内空

気もしくは呼吸域の気中濃度、付着量等

は、実際に測定する実測法と曝露に関す

るシナリオや係数から値を推算する推定

法があり、後者についての例を示す。 

・スプレー製品の噴霧量 

 NITE によるスプレー製品の評価にお

いて、噴霧量は式 A および式 B を用いる。

式 A は空間内の温度分布が均一かつ時間

的に一定として算出する 4)。標準大気圧は

0.1013 MPa である。 

式 A 

噴霧体積 Vspray (m
3/sec, 大気圧下) 

＝噴霧体積 (缶内部圧力下)×缶内部圧力

／大気圧 

＝(スプレー缶内容量／使用回数／噴霧時

間×10-6)×缶内部圧力／大気圧 

 

式 B 

噴霧量 (g/sec)＝スプレー缶内容量／使用

回数／噴霧時間×密度 

 

 



86 

 

・表面積 

AIST による排出シナリオ文書では、室

内のプラスチック表面積算出の推定式と

して、式 C が用いられている 6)。 

式 C 

プラスチック製品表面積 (cm2) 

＝一世帯あたりプラスチック室内存在量 

(g/ 世 帯 ) ／ 板 厚  (mm) × 1/10 ／ 比重 

(g/cm3) 

 

・経皮吸収率 

AIST の調査では、式 D により経皮吸収

率を算出している 6)。 

式 D 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Pd: 皮膚透過速度 (cm/sec) 

Tc: 接触時間 (min) 

LW: 皮膚表面水層厚さ (cm) 

log(Kow): オクタノール水分配係数 

MW: 分子量 

 

・放散速度 

AIST による曝露評価では 6,8)、室内にお

ける化学物質曝露を正確に評価するため、

放散と吸着の両方を考慮した正味放散速

度をモデル化した式 E、プラスチック添加

剤の放散速度推定式として式 F および式

G が、溶剤系塗料および水系塗料の揮発

性有機化合物 (VOC) 排出量の推定式と

して式 H および式 I が用いられている。

可塑剤のように樹脂中の配合割合が高い

場合は、物質損失をコントロールしてい

るメカニズムが樹脂中の拡散律速ではな

く気－固界面拡散であると仮定し、式 L

を用いて推定する。また、文書には、チャ

ンバーを用いた放散試験結果に基づき、

テーブル、テレビ、パソコン、本棚、雑誌

から放散する主な化学物質の初期放散速

度を推定して数値を示している。 

式 E 

正味放散速度＝EFAe-kt－(kaCA’－kdMA’) 

 EF: 放散速度 

 A: 放散材面積 

k: 減衰係数 

 t: 時間 

 ka: 吸着係数 

C: 濃度 

A’: 吸着剤面積 

Kd: 脱着係数 

M: 吸着量 

 

式 F 

Rairxb＝Rairyb×(Pxb/Mx)/(Pyb/My) 

Rairxb: プラスチック添加剤 X の任意の

温度 Tb (K) における放散速度 

(g/m2/hr) 

Rairyb: Tb (K) における実測データのあ

るプラスチック添加剤 Y の放散

速度 (g/m2/hr) 

Pxb, Pyb: プラスチック添加剤 X と Y の

Tb (K) における蒸気圧 
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Mx, My: プラスチック添加剤 X と Y の

分子量 

 

式 G 

 

 

 

 E: 可塑剤の放散速度 (g/sec) 

 P: 大気圧 (1 atm) 

 M: 各可塑剤の分子量 (g/mol) 

 R: 気体定数 (0.08205 atm L/mol/K) 

T: 温度 (K) 

A: 排出面積 (m2) 

y*: 飽和状態における各可塑剤のモル

分率 

D: 大気中の気体の拡散率  (3.77×10-6 

m2/sec) 

td: 拡散が発生する時間 (sec) 

 

式 H 

 

 

 

式 I 

 

 

 

 

 VOCemission: 塗装単位面積あたりの

VOC 排出量 (g/m2) 

d: 塗膜厚さ (m) 

 : 固形成分比重 (g/cm3) 

 : 塗着効率 

 : 乾燥炉移行率 

 Rvoc: 塗料中の VOC 成分重量比率 (%) 

 Rsolid: 塗料中の固形成分重量比率 (%) 

 Rthinner: シンナー希釈率（塗料に対する

シンナーの重量比率） (%) 

 Rred: 脱臭装置での VOC 除去率 (%) 

 

・室内空気中濃度 

 NITE のガイダンスでは、使用する消費

者製品からの化学物質の放散の特徴によ

って、曝露期間中の平均空気中濃度 Cat 

(mg/m3)を、以下の 5 種の推計方法を示し

ている 1)。 

a. 単純推算 

使用した製品量と対象物質の含有率、

およびその製品を使用した空間の体積か

ら推定する最も単純な推算方法である。

使用した製品中の対象物質が対象空間全

体に拡散していると仮定し、換気や呼吸

による濃度変化を考慮しない。適応例は、

製品の使用時間が短く、換気回数が小さ

い場合やワーストケースを想定する場合

等に有効である。 

式 J 

 

 

 Ap: 使用製品重量 (mg) 

 Wr: 対象化学物質含有率 (無次元) 

 V: 空間体積 (m3) 

 

b. 瞬間蒸発：単調減少 

使用した製品中の対象物質が瞬間的に

対象空間全体に拡散したと仮定し、換気

による減少を考慮する。適応例は、製品の

使用時間が全曝露時間に対し極端に短く、

使用後に放散がない製品の場合に有効で

ある。 
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式 K 

 

 

 

 Ap: 使用製品重量 (mg) 

 Wr: 対象化学物質含有率 (無次元) 

 V: 空間体積 (m3) 

 N: 換気回数 (回/hr) 

 t: 曝露時間 (hr) 

 

c. 瞬間蒸発：使用時間考慮 

c-1 使用中の平均空気中濃度 

 製品の使用中の濃度は、使用による濃

度上昇と使用空間の換気による濃度減少

の両方を考慮する。 

c-2 使用後の平均空気中濃度 

 製品の使用終了時の空気中濃度が、単

調減少と同様の換気による濃度減少を考

慮する。 

 適応製品例は塗料、接着剤、ワックス等

である。 

式 L 

 

 

 

式 M 

 

 

 

 Cati: 使用時の曝露期間中の平均空気中

濃度 (mg/m3) 

 Catii: 使用後の曝露期間中の平均空気

中濃度 (mg/m3) 

 Ca1: 使用終了直後の空気中濃度 

(mg/m3) 

 N: 換気回数 (回/hr) 

 V: 空間体積 (m3) 

 G: 放散速度 (mg/hr) 

 ti: 使用時の曝露時間 (hr) 

 tii: 使用後の曝露時間 (hr) 

 

d. 定常放散 

 製品からの放散速度を用いて曝露量を

推算する。化学物質の拡散と室内への外

気の流入および室外への空気の流出が平

衡状態であると考慮する（放散速度は実

測が可能）。平衡状態であるため、濃度は

一定。適応例は製品の使用時間が長く、一

定の放散速度を持つ製品の場合に有効で

ある。 

式 N 

 

 

 N: 換気回数 (回/hr) 

 V: 空間体積 (m3) 

 G: 放散速度 (mg/hr) 

 

e. 飽和蒸気圧 

 化学物質が常に飽和蒸気圧のレベルに

達していると仮定する蒸気圧と分子量か

ら算出する。適応例は放散速度が速く、す

ぐに飽和蒸気圧に達するような製品の場

合に有効である。 

式 O 

 

 0.4037: 単位変換定数  

(mg・mol/g/Pa/m3) 

 M: 分子量 (g/mol) 

 P: 蒸気圧 (Pa) 

 

曝露濃度を推定するソフトウェアとし

て、AIST の「室内暴露評価ツール (iAIR)」
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および「室内製品暴露評価ツール (AIST-

ICET)」が公開されている。iAIR は、私達

の身近にある製品、例えば家電や家具等

から放散する化学物質、あるいはスプレ

ー缶や接着剤の使用に伴い放散する化学

物質の室内濃度、あるいはその化学物質

への曝露濃度を推定するソフトウェアで

あり、評価対象で異なる 2 つのバージョ

ンがある 9)。v1.0 は製品からの放散する化

学物質の量が比較的一定と見なすことが

適切な場合の長期評価（定常モデル）に、

v1.2sbeta は製品からの放散する化学物質

の量が変化する場合の短期評価（非定常

モデル）に適応される。AIST-ICET は室内

製品に含まれる化学物質の人への吸入、

経皮および経口曝露量を評価するための

ツールである 10)。 

 

・ハウスダスト中濃度 

化学物質の放散および移行によってハ

ウスダストへの吸着や SVOC の粒子化、

成形品の経年劣化による剥離等のため、

ハウスダストからの化学物質の摂取が考

えられる。ハウスダスト中物質濃度とし

て、NITE では式 P、AIST では式 Q およ

び式 R による推計方法を示している 1,6)。 

式 P 

 

 

Catp: 曝露期間中の平均粒子中濃度 

(mg/m3) 

Cat: 曝露期間中の平均空気中濃度 

(mg/m3) 

fap: 粒子への吸着割合 

TSP: 粒子濃度 

 

式 Q 

Cdust＝k×Vp1/2 

Cdust: ハウスダスト中物質濃度 (g/g) 

Vp: 25℃における蒸気圧 (Pa) 

 

式 R 

MGU＝75VpT
0.35 

MGU: ハウスダスト中物質濃度 (g/g) 

VpT: T℃における蒸気圧 (Pa) 

 

C.3 曝露量の評価事例 

 C.1およびC.2を利用した評価事例を示

す。 

① 衣類に残留した洗濯用洗剤中直鎖ア

ルキルベンゼンスルホン酸 (LAS)  

衣類 1cm2 あたりに 0.025 mg の LAS が

残留し、1 日に 1 度洗剤が残留している衣

類を身につけると仮定した。衣類への残

留は仮想体積モードによる経皮曝露が考

えられるため、式 2 を利用する 1)。下記の

曝露係数により、LAS の経皮曝露量を算

出した結果、0.006 mg/kg/day となった。 

 

② 台所用合成洗剤中のエタノール 

エタノールを含有する洗剤を使用し、1

日 3 回、1 回 45 分実施すると仮定し、洗

剤中のエタノールに曝露する場合の評価

を行った。台所用合成洗剤の使用は、食器

① 衣類に残留した洗剤の曝露係数

項目 記号 使用係数

体重 BW 50 kg

衣類接触面積 Sp 17,600 cm
2

衣類中残留量 － 0.025 mg/cm
2

使用頻度 n 1回/day

体内吸収率 a 100%

衣類から皮膚表面
への移行割合

－ 0.01%
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の手洗いにおける経皮吸収速度モードに

よる経皮曝露および食器・食物経由での

経口曝露が考えられるため、経皮曝露は

式 4 を、経口曝露は式 10 および式 11 を

利用する 1)。下記の曝露係数により、洗剤

中のエタノールの経皮曝露量、食器由来、

野菜由来および果物由来の経口曝露量を

算出した結果、それぞれ 0.356 mg/kg/day、

2.38×10-4 mg/kg/day、7.36×10-3 mg/kg/day、

1.23×10-3 mg/kg/day となった。よって、

推定ヒト曝露量は 0.365 mg/kg/day であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 家庭用合成樹脂エマルション塗料中

のイソプロピルアルコール (IPA) 

  IPA が含有する塗料を年 1 回室内の壁

に 2 回塗りすると仮定する。その際、作

業期間中に誤って塗料が皮膚に付着する

割合を使用量の 0.5%とし、塗料中の IPA

に曝露する場合の評価を行った。塗料の

塗布は一定比率付着による経皮曝露およ

び瞬間蒸発：使用時間考慮による吸入曝

露が考えられるため、経皮曝露は式 5を、

吸入曝露は式Lおよび式6を利用する 1)。

下記の曝露係数により、塗料中の IPA の

経皮曝露量および使用時間中の吸入曝露

量を算出した結果、それぞれ 0.007 

mg/kg/day および 0.048 mg/kg/day となっ

た。よって、推定ヒト曝露量は 0.055 

mg/kg/day であった。 

 

④ 木部用ウレタンニス中のキシレン 

キシレンが含有するニスを年 1 回一般

居室の床に 2 回塗りすると仮定する。そ

の際、作業期間中に誤ってニスが皮膚に

付着する割合を使用量の 0.5%とし、ニス

中のキシレンに曝露する場合の評価を行

った。ニスの塗布は一定比率付着による

経皮曝露および瞬間蒸発：使用時間考慮

による吸入曝露が考えられる 1)。経皮曝露

は式 5 を、吸入曝露は式 L および式 6 を

利用する。次ページの曝露係数により、ニ

ス中のキシレンの経皮曝露量および使用

時間中の吸入曝露量を算出した結果、そ

② 合成洗剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

体重 BW 50 kg

製品濃度 － 100 mg/cm
3

エタノール含有率 Wr 5%

曝露表面積 Sp 1980 cm
2

作業時間 (1回) t 1.0 hr

作業頻度 (1日) n 3回

経皮吸収速度 Ml 0.8×10
-3

 cm/hr

食器上の残留製品濃度 － 0.8 mg/cm
3

食器表面の残留液量 － 5.5×10
-5

 cm
3
/cm

2

食品と食器が接触する面積 － 5400 cm
2
/day

食器から食品への移行率 Mfd 100%

野菜摂取量 Wf1 263 g/day

野菜中物質濃度 Cf1 1.4×10
-3

 mg/g

果物摂取量 Wf2 256 g/day

果物中物質濃度 Cf2 2.4×10
-4

 mg/g

体内吸収率 a 100%

③ 塗料の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 600 g

製品中濃度 Wr 2%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

使用時間 (1回) ti 2.0 hr

使用後の滞在時間 tii 0.0 hr

皮膚付着率 Md 0.5%

体内吸収率 a 100%

作業回数 － 2回

使用頻度 n 1/365 day
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れぞれ 0.003 mg/kg/day および 0.013 

mg/kg/day となった。よって、推定ヒト曝

露量は 0.016 mg/kg/day であった。 

 

⑤ 室内床用ワックス中のジエチレング

リコールモノエチルエーテル (DEGEE) 

DEGEE を含有するワックスを使用し、

一般居室にて作業時間は 1 時間で年 2 回

床に塗布し、その後 1 時間居室内に滞在

すると仮定した。その際、作業期間中に誤

って塗料が皮膚に付着する割合を使用量

の 0.5%とし、ワックスの塗布に伴い、ワ

ックス中の DEGEE に曝露する場合の評

価を行った。ワックスの使用は一定比率

付着による経皮曝露および瞬間蒸発：使

用時間考慮による吸入曝露が考えられる

ため、経皮曝露は式 5 を、吸入曝露は式

L、式 M、式 6 を利用する 1)。右記の曝露

係数により、ワックス中の DEGEE の経皮

曝露量、使用時間中の吸入曝露量、使用時

間後の吸入曝露量を算出した結果、それ

ぞれ 0.008 mg/kg/day、0.033 mg/kg/day、

0.058 mg/kg/day となった。よって、推定ヒ

ト曝露量は 0.099 mg/kg/day であった。 

 

⑥ 一般用途ゴム系接着剤中の n-ヘキサ

ン 

n-ヘキサンを含有する接着剤を使用し、

意図的な換気を行っていない一般居室に

て作業時間は 15 分、月 1 回の頻度で使用

し、その後 60 分居室内に滞在すると仮定

した。その際、作業期間中に誤って塗料が

皮膚に付着する割合を使用量の 0.5%とし、

接着剤中の n-ヘキサンに曝露する場合の

評価を行った。一般用途接着剤の使用は

一定比率付着による経皮曝露および瞬間

蒸発：使用時間考慮による吸入曝露が考

えられるため、経皮曝露は式 5 を、吸入

曝露は式 L、式 M、式 6 を利用する 1)。次

ページの曝露係数により、一般用途接着

剤中の n-ヘキサンの経皮曝露量、使用時

間中の吸入曝露量、使用時間後の吸入曝

露量を算出した結果、それぞれ 0.002 

mg/kg/day 、 0.002 mg/kg/day 、 0.012 

mg/kg/day となった。よって、推定ヒト曝

露量は 0.016 mg/kg/day であった。 

⑤ ワックスの使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 200 g

製品中濃度 Wr 7.75%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

作業時間 ti 1.0 hr

使用後の滞在時間 tii 1.0 hr

皮膚付着率 Md 0.5%

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 1/365 day

④ ニスの使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 470 g

製品中濃度 Wr 1%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 15.3 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

使用時間 (1回) ti 1.0 hr

使用後の滞在時間 tii 0.0 hr

皮膚付着率 Md 0.5%

体内吸収率 a 100%

作業回数 － 2回

使用頻度 n 1/365 day
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⑦ プラモデル用接着剤中のアセトン 

アセトンを含有する接着剤を使用し、

一般居室にて作業時間は 0.5時間で月 1回

プラモデルを作成し、その後 3 時間居室

内に滞在すると仮定した。その際、作業期

間中に誤って塗料が皮膚に付着する割合

を使用量の 0.5%とし、プラモデル作成に

伴い、接着剤中のアセトンに曝露する場

合の評価を行った。プラモデル用接着剤

の使用は一定比率付着による経皮曝露お

よび瞬間蒸発：使用時間考慮による吸入

曝露が考えられるため、経皮曝露は式 5を、

吸入曝露は式 L、式 M、式 6 を利用する
1)。右記の曝露係数により、プラモデル用

接着剤中のアセトンの経皮曝露量、使用

時間中の吸入曝露量、使用時間後の吸入

曝露量を算出した結果、それぞれ 0.006 

mg/kg/day 、 0.012 mg/kg/day 、 0.103 

mg/kg/day となった。よって、推定ヒト曝

露量は 0.121 mg/kg/day であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 電池式虫除け剤中のメトフルトリン 

 メトフルトリンを含有する虫除け剤を

毎日一般居室で 6 時間使用し、使用が終

了した後 2 時間滞在すると仮定した。虫

除け剤の使用は瞬間蒸発：使用時間考慮

もしくは定常放散および瞬間蒸発：単調

減少による吸入曝露が考えられるため、

吸入曝露は式 L および式 M もしくは式 N

および式 K と式 6 を利用する 1)。次ペー

ジの曝露係数を使用して、虫除け剤中の

メトフルトリンの瞬間蒸発：使用時間考

慮による吸入曝露量を算出した結果、使

用期間中および使用後の吸入曝露量はそ

れぞれ 2.09×10-3 mg/kg/day および 9.60×

10-4 mg/kg/day であり、全吸入曝露量は

3.05×10-3 mg/kg/day となった。定常放散

および瞬間蒸発：単調減少による吸入曝

露量を算出した結果、使用期間中および

使用後の吸入曝露量はそれぞれ 5.00×10-

3 mg/kg/day および 1.37×10-3 mg/kg/day で

あ り 、 全 吸 入 曝 露 量 は 6.37 × 10-3 

mg/kg/day となった。 

⑥ 接着剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 5 g

製品中濃度 Wr 10%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

使用時間 ti 0.25 hr

使用後の滞在時間 tii 1.0 hr

皮膚付着率 Md 0.5%

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 12/365 day

⑦ 接着剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 5 g

製品中濃度 Wr 35%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

使用時間 ti 0.5 hr

使用後の滞在時間 tii 3.0 hr

皮膚付着率 Md 0.5%

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 12/365 day
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⑨ トイレ用エアゾールタイプ消臭剤中

の n-ブタン 

n-ブタンを含有する消臭剤 1 回 1 秒を

噴射して、その後 2 分間滞在、1 日の使

用回数は 3 回と仮定した。消臭剤の使用

は単純推算もしくは瞬間蒸発：単調減少

による吸入曝露が考えられるため、吸入

曝露は式 J もしくは式 K と式 6 を利用す

る 1)。右記の曝露係数を使用して、消臭剤

中の n-ブタンの単純推算もしくは瞬間蒸

発：単調減少による吸入曝露量を算出し

た結果、それぞれ 0.494 mg/kg/day および

0.491 mg/kg/day と同等となった。本想定

は、1 回の曝露時間が 2 分と非常に短い

期間であるため、結果にほとんど差が見

られなかったが、換気回数が大きい場合

や滞在時間が長期にわたる場合は差が大

きくなる。そのため、製品特性や使用状況

を十分に把握したうえで、適切な曝露シ

ナリオを選択する必要がある。

⑩ トイレ用消臭剤中の p-ジクロロベン

ゼン (p-DCB) 

トイレ内に p-DCB を含有する消臭剤を

1 個設置して、1 日 6 回、1 回の滞在時間

を 5 分と仮定した。消臭剤の設置は定常

放散による吸入曝露が考えられるため、

式 N および式 6 を利用する 1)。下記の曝

露係数を使用して、消臭剤中の p-DCB の

吸入曝露量を算出した結果、 0.434 

mg/kg/day となった。 

⑪ 室内用芳香剤中のリナロール

一般居室内にリナロールを含有する芳

香剤を 1 個設置して、居室に 1 日 20 時間

滞在すると仮定した。芳香剤の設置は定

⑨ 消臭剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 1 g

製品中濃度 Wr 59.4%

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

トイレ容積 V 2 m
3

換気回数 N 0.5回/hr

使用後の滞在時間 t 0.0333 hr

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 3 回/day

⑧ 虫除け剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 1.2 mg

製品中濃度 Wr 100%

放散速度 G 0.2 mg/hr

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

使用時間 ti 6.0 hr

使用後の滞在時間 tii 2.0 hr

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 1 回/day

⑩ 消臭剤の設置における曝露係数

項目 記号 使用係数

製品中濃度 Wr 100.0%

放散速度 G 52.1 mg/hr

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

トイレ容積 V 2 m
3

換気回数 N 0.5回/hr

滞在時間 t 0.0833 hr

体内吸収率 a 100%

使用頻度 n 6 回/day



94 

 

常放散による吸入曝露が考えられるため、

式 N および式 6 を利用する 1)。下記の曝

露係数により、芳香剤中のリナロールの

定常放散による吸入曝露量を算出した結

果、0.626 mg/kg/day となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑫ 自動車用芳香剤中の d-リモネン 

 芳香剤の使用は定常放散による吸入曝

露が考えられる 1)。d-リモネンを含有する

芳香剤をエアコンの吹き出し口にセット

してエアコンを使用すると仮定した。放

散速度は製品寿命から算出した。式 N お

よび右記の曝露係数を使用して、芳香剤

中の d-リモネンの定常放散による吸入曝

露量を算出した結果、2.99×10-3 mg/kg/day

となった。 

 

C.4 算出式における項目値の公開情報 

 項目値の係数を公表している有用な情

報源を探索した。 

NITE は、独立行政法人新エネルギー・

産業技術総合開発機構 (NEDO) の「化学

物質の最適管理をめざすリスクトレード

オフ解析手法の開発」プロジェクトの中

で、平成 19 年度から平成 21 年度にかけ

て生活・行動パターン情報を得るための

アンケート調査および解析を行い、得ら

れた情報を公開している (Table 1) 11)。本

情報は、室内曝露によるリスク評価を行

う上で、非常に有用である。また、AIST

では、食品の摂取量、喫煙や母乳等のその

他摂取量、自給率、生活時間、人体関連等

の「暴露係数」を示している (Table 2) 12)。 

日本人の行動別の平均時間については、

以下の調査が有用である。総務省統計局

が 5 年ごとに実施している「社会生活基

本調査」は、国民の生活時間の配分や活動

を把握するための調査である 13)。結果に

は、生活行動別の行動者率や平均行動日

数、時間帯、平均時間等が詳細に集計され

ている 14-16)。生活時間に関する結果の概

要を Table 3 に示す。また、NHK 放送文化

研究所により 1960 年から 5 年ごとに実施

している「国民生活時間調査」は、生活実

態に沿った放送を行うのに役立てること

を目的として、人びとの 1 日の生活時間

を Table 4 の行動に分類して調査している
17)。必需行動および自由行動における全員

平均時間および行為者平均時間を Table 5

⑪ 芳香剤の設置における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 100 g

製品中濃度 Wr 5.4%

放散速度 G 7.5 mg/hr

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 20 m
3

換気回数 N 0.2回/hr

滞在時間 t 20 hr/day

体内吸収率 a 100%

⑫ 芳香剤の使用における曝露係数

項目 記号 使用係数

使用量 Ap 10 g

製品中濃度 Wr 2.9%

放散速度 G 0.806 mg/hr

エアコン流量 － 9 m
3
/hr

呼吸量 Q 0.833 m
3
/hr

体重 BW 50 kg

室内容積 V 3 m
3

換気回数 N 3回/hr

滞在時間 t 2.0 hr/day

体内吸収率 a 100%
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に示す。「社会生活基本調査」および「国

民生活時間調査」では男女、年齢、都道府

県別等、詳細な集計も示されている。 

それぞれの化学物質の分子量、蒸気圧

や分配係数等の物理化学的性状、実験動

物に対する毒性については、一般財団法

人 化学物質評価機構 (CERI) のデータ

ベースである「化学物質ハザードデータ

集」18) や「化学物質の有害性評価書」19)、

「化学物質総合情報提供システム(NITE 

Chemical Risk Information Platform, NITE-

CHRIP)」20) で公開されている。その他の

項目や詳細の設定等については C.5 で述

べる。 

 

C.5 日本人の曝露評価に必要なデータ 

C.5.1 身体的データ 

・体重等の人体寸法 

 食品安全委員会や水道水質基準等にお

ける曝露評価に用いる体重は、50 kg と統

一している 21,22)。一方で、前述の AIST の

暴露係数では男性を 64.0 kg、女性を 52.7 

kg、子供の男性を 36.9 kg、子供の女性を

37.0 kg とし、薬事・食品衛生審議会食品

衛生分科会農薬・動物用医薬品部会にお

いて、農薬等の曝露評価に用いる平均体

重は、国民平均を 55.1 kg、高齢者（65 歳

以上）を 56.1 kg、妊婦を 58.5 kg、小児（1

～6 歳）を 16.5 kg としている 23)。このよ

うに評価によっては、年齢における体重

を考慮した評価が必要となるため、日本

人の年齢を考慮した平均体重に関する情

報源をさらに探索した。 

 「国民健康・栄養調査」は厚生労働省が

1945 年から開始し、食品摂取量のほかに

身体状況調査も行われている 24)。平成 30

年の調査での平均体重は、男性が 61.8 kg、

女性が 50.0 kg、小学校高学年の体重（10

歳と 11 歳の平均）は、男性が 36.3 kg、女

性が 35.4 kg、70 歳以上の高齢者は男性が

62.7 kg、女性が 51.3 kg であった 25)。Table 

6 に年齢階級とその身長および体重を示

す。その他、NITE による「人間特性計測

データベース」には乳幼児、子供、高齢者

を含む日本人の人体および手の寸法等が

集積されており 26)、「人体寸法データベー

ス 1997-98」には 1997 年から 1998 年に計

測された日本人の人体寸法のデータが公

開されている 27)。また、子供の人体寸法

については、文部科学省が 1900 年から開

始し、学校における幼児、児童および生徒

の発育および健康の状態を明らかにする

ことを目的とした「学校保健統計調査」28) 

やスポーツ庁が行っている「体力・運動能

力調査」29) に年齢階級とその身長および

体重が示されている。公益財団法人日本

学校保健会による「児童生徒の健康診断

マニュアル（平成 27 年度改訂版）」には

身長別標準体重の算出方法が記載されて

いる 30)。「国民健康・栄養調査」24)、「学校

保健統計調査」28)、「体力・運動能力調査」
29)については調査人数が多く、定期的にデ

ータが公開されるため、特に有効である

と考えられる。 

・体表面積 

 藏澄らの論文では、日本人の体表面積

の現状を把握するため、青年 45 人の体表

面積を実測し、身長と体重と性別により、

日本人に適合する体表面積の算出式を導

いている 31)。全体表面積および部位別の

体表面積の実測平均値および推定値を

Table 7 に示す。実測平均値の男性および
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女性の体表面積はそれぞれ 16,848.9 cm2

および 15,331.1 cm2、また、推定値はそれ

ぞれ、15,027 cm2および 15,188 cm2であっ

た。デカブロモジフェニルエーテル 

(BDE-209) の評価ではソファに接触する

推定面積として、藏澄らの推定式から求

めた体表面積に接触率（頭、首、上腕、太

もも、脚、足は 1/4、耳、二の腕、手は 1/2）

を乗じた値である大人 3,065 cm2および子

供 1,345 cm2を採用している 5)。 

・呼吸量 

 環境省の「化学物質の環境リスク初期

評価ガイドライン」では、15 m3/day を採

用している 32)。NITE および CERI による

「化学物質の初期リスク評価指針 Ver. 2.0」

では、0.833 m3/hr として一日の呼吸量を

20 m3/day に設定している 33)。また、徳弘

らの論文では、汚染物質曝露評価システ

ムの構築において生活行動に伴う呼吸量

を考慮しており、時系列ごとの呼吸量と 1

日あたりの呼吸量を評価している 34)。こ

のモデルおよび AIST の暴露係数 12) は、

放射線医学総合研究所による呼吸量に基

づいており、社会生活基本調査の生活行

動項目を 6 つのカテゴリーに分類し、そ

れぞれのカテゴリーにおける屋内と屋外

の生活時間を集計して 1 日の呼吸量 17.3 

m3/day（屋内: 13.7 m3/day、屋外: 3.6 m3/day）

を算出している (Table 8) 35)。塩津らの論

文では、空気汚染物質による曝露は経気

道によるため、従来の時間量だけの曝露

評価では不十分で、呼吸量を考慮した曝

露評価が必要であると考え、行動および

場所別の呼吸量を予測している 36)。呼吸

量は下記の式で算出される。 

 

 tia: ある個人 i の空間 j での行動 a の行

動時間 

 qa: 行動 a の呼吸率 

 A: ある行動種類の総数 

 

 また、子供の呼吸量は 1 日当り、乳児

(3 ヶ月) で 2.86 m3、幼児 (1 歳) で 5.16 

m3、子ども (5 歳) で 8.72 m3、子ども (10

歳) で 15.3 m3、子ども (15 歳) で 20.1 m3

という数値が示されている 5,37)。 

・寿命 

厚生労働省は、人口推計による人口や

人口動態統計月報年計（概数）を用いて

1902 年から毎年、年齢ごとの生存数、死

亡数、死亡率、平均余命を示す「簡易生命

表」を発表している 38)。平成 30 年簡易生

命表における 0 歳の平均余命は、男性は

81.25 歳、女性は 87.32 歳である。また、

国勢調査による人口（確定数）や人口動態

統計（確定数）を用いて簡易生命表より精

密に 5 年に 1 度作成される「完全生命表」

がある 39)。第 22 回生命表における 0 歳の

平均余命は、男性は 80.75 歳、女性は 86.99

歳である。その他、都道府県別の平均寿命

や死因別死亡確率が掲載された「都道府

県別生命表」もある 40)。 

 

C.5.2 住居 

・部屋の大きさ 

居室容積の一般的な大きさは 6 畳を想

定すると、20 m3である。AIST による製品

含有化学物質の「暴露評価手法開発に関

する調査」6) では 25 m3 を採用している。

また、一般的にトイレの寸法は住宅の形

態によって、0.4 坪 (0.96 m2)、0.5 坪 (1.3 

m2)、0.75 坪 (2.1 m2) の 3 パターンある。
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NITE による調査の実際の面積の中央値

および最頻値はともに 1.6 m2であった 11)。

芳香消臭脱臭剤協議会では、芳香消臭脱

臭剤の効力試験において、実空間での試

験を基本としているため、製品を使用す

ることが考えられる空間について、平均

的な空間容積を示している (Table 9) 41)。 

・換気回数 

建築基準法では、住宅に機械換気設備

の設置が義務付けられ、換気回数 0.5 回/hr

以上が求められているため、一般的に居

室および寝室等の換気回数は 0.5 回/hr が

用いられる。実測データを用いた例とし

ては、三島らが 2001 年～2004 年に東北地

方の 34 戸の住宅を対象として、3 種類の

方法で換気量を実測しており 42)、これら

の結果を基に、NITE の評価では、測定法

別の換気回数の各最小値の平均値である

0.2 回/hr を、AIST の暴露係数では測定法

別の換気回数の各最小値の平均値である

0.59 回/hr を採用している 1,12)。一方で、ト

イレ内は窓または機械換気システムの設

置が考えられることから、トイレの換気

回数は建築基準法で定められている 0.5 

回/hr としている 1)。 

 

C.5.3 行動時間のデータ 

・室内滞在時間 

 NITE による調査では屋内、居室、寝室

それぞれの滞在時間が示されており、屋

内滞在時間の中央値は平日および休日で

それぞれ 14.0 hr/day および 18.0 hr/day で

あった 11)。AIST の暴露係数では 15.8 

hr/day が採用されている 12)。 

・入浴時間 

 都市生活研究所は都市生活レポートと

して「現代人の入浴事情 2015」をまとめ

ている。15 歳～79 歳の男女を対象に行っ

た調査の結果、1 週間の入浴回数は夏季

7.2 回、冬季 6.4 回と基本的には毎日入浴

するという人が多かった。また、入浴時間

は夏の平日が 23.0 min (0.38 hr) と最も短

く、冬の休日が 28.0 min (0.47 hr) と最も

長く、平均入浴時間は 25.3 min (0.42 hr) だ

った 43)。時事通信社は 2005 年 8 月に 20

歳以上の男女を対象に「入浴に関する調

査」を行っており、1 週間の入浴回数は毎

日という回答が 75.5%と最も多く、平均入

浴時間は 21.1 min (0.35 hr) だった 44)。 

・睡眠時間 

 2015 年に調査した「国民生活時間調査」

では 17)、平日、土曜、日曜の睡眠平均時間

は、それぞれ 7.25 hr、7.70 hr、8.05 hr で、

2016 年の「社会生活基本調査」では 7.67 

hr であった 15)。 

・マウジング行動時間 

 厚生労働省によるフタル酸エステルの

リスク評価 45) には、おしゃぶりを除くマ

ウジング時間は 70.4±32.3 min/day、71.4

±30.5 min/day、73.9±32.9 min/day、おし

ゃぶりを含めると 88.0±59.9 min/day、91.7

±61.3 min/day、105.3±72.1 min/day が引

用されている。いずれもビデオ記録によ

る調査から推定された数値であり近似し

ている。また、BDE-209 の評価では、自動

車ファブリック等の繊維製品のマウジン

グ時間のため、杉田らの論文 46) より、20 

min/day を採用している 5)。この際のマウ

ジング面積は 50 cm2を採用している。 

 

C.6 家庭用品の使用に関する情報 

 AIST では、AIST-ICET の開発の際に集
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められたアンケートのデータに基づいて、

代表的な成形品製品（成形品）の表面積、

１日あたりの接触時間の平均値、75 パー

センタイル値、95 パーセンタイル値の情

報を示している 47)。それらを Table 10 に

まとめる。その他の項目や推定値につい

ては C.6.1～C.6.5 で述べる。 

C.6.1 プラスチック製品 

 AISTの調査におけるプラスチック製品

含有量の推定では、製品に用いられてい

るプラスチックの一世帯当たりの室内流

入量は約 134 kg/year、包装用途のプラス

チックは約 68 kg/year と推定され、製品別

のプラスチック含有量の推定量が示され

ている 6)。また、実測値も示されており、

推定値と比較した結果、製品含有量の小

さい製品では良い相関がみられたが、製

品含有量の大きい製品ではばらつきが大

きかった。報告書では上記の他に、プラス

チック室内存在量や式 C で得られる表面

積の推定が製品別に示されている。各品

目別の樹脂板厚および樹脂種類別の比重

は右記に示す。室内に存在するプラスチ

ック表面積の合計は、約 16,000 cm2 と推

定され、製品用途のプラスチック表面積

が、機械器具部品で約 3,000 cm2、合成皮

革で約 30 cm2、日用品・雑貨で約 680 cm2、

強化製品で約 11 cm2、その他で約 14 cm2

であった。また、包装用途のプラスチック

合計量は、約 12,000 cm2であった。 

 プラスチック製品からの可塑剤の放散

量試験の結果、表面風量は放散速度にあ

まり影響がなく、温度が高くなると物質

の蒸気圧が上がって放散速度も上がるこ

とが明らかになっている 8)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C.6.2 スプレー製品 

 AISTはAIST-ICETの開発の際に集めら

れたアンケートデータに基づいて推定さ

れた各スプレー製品の使用頻度、噴霧時

間、噴霧量、化学物質比率、粒径 10 m 以

下の粒子比率等の詳細データを公開して

いる (Table 11 (a)) 47)。また、NITE による

スプレー缶の使用に伴う放散の評価では、

一般的なスプレー缶のパラメータとして、

缶内部圧力は 0.57 MPa、噴霧時間は 3 sec/

回が示されている 6)。さらに、日化協イニ

シャルリスクアセスメントの手引き（改

訂版）では、スプレー等の使用周囲容積 2 

樹脂種類別の比重

樹脂種類 比重 (g/cm
3
)

ポリエチレン 0.94

ポリスチレン 1.05

ポリプロピレン 0.90

塩化ビニル樹脂 1.40

メタクリル樹脂 1.19

不飽和ポリエステル樹脂 1.25

フェノール・ユリア・メラミン樹脂 1.50

ポリカーボネート 1.20

その他の樹脂 1.33
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m3を採用している 48)。  

 スプレー製品の粒子径については、斎

藤らの論文で金属成分を含有する 4 種の

スプレー（トイレ消臭スプレー、化粧水ス

プレー、制汗スプレーおよび日焼止めス

プレー）を調査している 49)。噴射時に発

生する粒子の粒径分布および粒子中の金

属量を調査した結果、粒径 0.007～10 m

の粒子の個数濃度は、日焼止めスプレー

で最大を示し、いずれのスプレーでも粒

径 1 m 以下の粒子が 91%以上を占めて

おり、粒径分布の中央値は 0.04～0.12 m

であった。金属成分は粒径 1 m 以上の粒

子に 98%以上が分布していた。また、ス

プレーの粒子径が 10 m 以下であると、

呼吸をした時に吸い込んで肺胞に到達す

るといわれているため、日本エアゾール

協会の自主基準では、10 m 以下の微粒子

存在率は 0.6%となっている 50)。なお、こ

の基準は当初は防水スプレーのみに適応

されており、河上らによる防水効果を謳

わないフッ素樹脂およびシリコン樹脂を

含有するエアゾール式スプレーの調査で

は、13 製品中 12 製品がこれを満たしてい

なかった。また、同調査ではトリガー式ス

プレーにおいても 6 製品で 11 m 以下の

微粒子存在率が 0.6%を超えていることを

明らかにしている 51)。なお、現在では防

水効果を謳わないフッ素樹脂およびシリ

コン樹脂を含有するエアゾール式スプレ

ーも自主基準の対象製品である。AIST-

ICET ではスプレー製品の粒径 10 m 以下

の粒子比率のデフォルト値として缶スプ

レーの値を採用している。しかし、Table 

11 (a) に示した通り、スプレー製品の種類

に応じて設定値を変更することが望まし

いと考えられる。 

 防水スプレーにおける撥水剤成分の配

合量は 1%未満の製品が多い 52)。その他、

溶剤としてノルマルヘキサン、ノルマル

ヘプタン、ミネラルターペン等の石油系

溶剤やエタノール、イソプロピルアルコ

ール等のアルコール系溶剤が、噴射剤と

して可燃性ガスの LPG、ジメチルエーテ

ルおよび圧縮ガスの CO2 等が使用されて

いる。溶剤と噴射剤の組成によって付着

率が変動するが、LPG 処方に対して CO2

処方の付着率は高く、アルコール系と石

油系溶剤では付着率の変動の差異は少な

い。温度が上昇すると付着率は低下する

が、CO2処方は温度が変化しても付着率の

変動が少ない 52)。 

C.6.3 洗剤等 

 AISTはAIST-ICETの開発の際に集めら

れたアンケートデータに基づいて推定さ

れた洗剤等の使用時間、使用量、化学物質

比率、希釈率等の詳細データを公開して

いる (Table 11 (b)) 47)。また、食器単位面

積あたりの残留液量を 5.5×10-4 mL/cm2、

食器用洗剤のすすぎ残存率を 0.1 (無次元)、

1 日あたりの食器-食品接触面積を 5400 

cm2、食器-食品移行率を 1 (無次元) と設

定している。 

 NITE の調査では 11)、洗濯機の使用頻度

は夏季・冬季ともに週 7 日が最も高く、

衣料用洗剤使用時にゴム手袋やマスクを

着用しない人は 8 割を超えていた。衣類

を干す場所は夏季・冬季ともに屋外がそ

れぞれ 78.3%および 57.5%と最も高く、次

いで部屋干しの 15.2%および 35.0%で、衣

類乾燥機、浴室乾燥機、コインランドリー

の使用はいずれも 2%以下であった。また、
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衣料用洗剤、柔軟剤、漂白剤を規定量より

多めに入れると回答した人はそれぞれ

15.4%、15.9%、8.1%もいた。 

C.6.4 印刷物 

 AISTの調査による印刷物（新聞、雑誌、

書籍）それぞれの表面積および接触時間

については Table 10 に示す 47)。また、AIST

では、部材（印刷に用いられた印刷インキ

製品に含有される揮発性有機化合物 

(VOC) が揮散して紙面に付着した固形成

分）に含まれる有機顔料を対象として推

定した有機顔料比率等を算出しており、

それらは Table 12 に示す 6)。 

C.6.5 衣料 

 一般社団法人日本衣料管理協会では、

1978 年から「衣料の使用実態調査」を毎

年行っている。2016 年 1 月および 2017 年

1 月には、学生本人および学生の父母を対

象に、よく購入する衣料ベスト 3 および

その衣料の表地の組成について調査した
53,54)。その結果、表地は綿またはポリエス

テルが上位であった (Table 13)。 

 

D. まとめ 

日本人の正確な曝露量を推計するため、

さまざまな条件を想定できる各種経路の

曝露シナリオおよび曝露係数等を調査し

た。その結果、経皮、経口および吸入の各

曝露経路について、様々な曝露シナリオ

を収集することができ、いくつかの製品

については具体的な曝露評価事例も確認

できた。また、曝露評価に必要となる、身

体データ、行動情報および家庭用品の購

入や使用に関する情報についても、有効

で詳細な情報が収集できる情報源を確認

した。家庭用品の用途により、適切なもの

を活用できることがわかった。今後、海外

の情報との比較も含めて、収集した情報

の有効性を議論する。 

 

E. 研究発表 

E1. 論文発表 

 なし 

E2. 学会発表 

なし 
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Table 1 NITE による「室内暴露にかかわる生活・行動パターン情報」の抜粋（出典 11） 

 

 

  

項目 単位 中央値 最頻値 更新

住居 屋内滞在時間 (平日, 全世代) hr/day 14.0 12.0 2012

屋内滞在時間 (休日, 全世代) hr/day 18.0 20.0 2012

居室の面積 m
2 16.2 8.8 2014

居室滞在時間 (平日) hr/day 6.0 4.0 2012

居室滞在時間 (休日) hr/day 8.0 10.0 2012

寝室の面積 m
2 10.6 8.8 2014

寝室滞在時間 (平日) hr/day 7.0 7.0 2012

寝室滞在時間 (休日) hr/day 8.0 8.0 2012

トイレの面積 m
2 1.6 1.6 2013

バスの面積 m
2 3.3 3.3 2013

トイレ一体型ユニットバス面積 m
2 3.3 2.9 2013

トイレ滞在時間 (平日) hr/day 0.3 0.2 2013

トイレ滞在時間 (休日) hr/day 0.3 0.2 2013

バス滞在時間 (平日) hr/day 0.5 0.5 2013

バス滞在時間 (休日) hr/day 0.5 0.5 2013

窓開けによる居室の換気時間 (夏) hr/day 5.0 24.0 2014

窓開けによる居室の換気時間 (冬) hr/day 0.3 0.0 2014

窓開けによる居室の換気時間 (春秋) hr/day 5.0 8.0 2014

窓開けによる寝室の換気時間 (夏) hr/day 6.0 24.0 2014

窓開けによる寝室の換気時間 (冬) hr/day 0.2 0.0 2014

窓開けによる寝室の換気時間 (春秋) hr/day 5.0 8.0 2014

居室の空気清浄機の稼働時間 (夏) hr/day 6.0 24.0 2014

居室の空気清浄機の稼働時間 (冬) hr/day 8.0 24.0 2014

居室の空気清浄機の稼働時間 (春秋) hr/day 10.0 24.0 2014

寝室の空気清浄機の稼働時間 (夏) hr/day 6.0 24.0 2014

寝室の空気清浄機の稼働時間 (冬) hr/day 6.0 24.0 2014

寝室の空気清浄機の稼働時間 (春秋) hr/day 6.0 24.0 2014

（続く）
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Table 1（続き）NITE による「室内暴露にかかわる生活・行動パターン情報」の抜粋 

 

  項目 単位 中央値 最頻値 更新

消費者製品 居室のカーテンの総面積 m
2 7.2 7.2 2014

寝室のカーテンの総面積 m
2 5.4 3.6 2014

寝居室兼用のカーテンの総面積 m
2 5.4 3.6 2014

塗料の使用時間 min/day 45 90 2013

塗料の総塗装面積 m
2 3.33 3.33 2013

接着剤の使用時間 min/day 8.0 2.5 2013

接着剤の使用量 g 0.5 0.5 2013

ワックスがけの作業時間 min/day 45 45 2013

ワックスがけの総塗布面積 m
2 25.0 31.2 2013

居室の消臭・芳香剤（ポンプ式スプレー）
の1日当たりの使用回数

回/day 0.5 0.5 2012

居室の消臭・芳香剤（ポンプ式スプレー）
の1回当たりのプッシュ回数

回/回 3.0 3.0 2012

居室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1日当たりの使用回数

回/day 0.5 0.5 2012

居室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1回当たりのプッシュ回数

回/day 3.0 3.0 2012

居室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1プッシュ当たりの使用秒数

秒/回 2.0 2.0 2012

寝室の消臭・芳香剤（ポンプ式スプレー）
の1日当たりの使用回数

回/day 0.5 0.5 2012

寝室の消臭・芳香剤（ポンプ式スプレー）
の1回当たりのプッシュ回数

回/回 3.0 3.0 2012

寝室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1日当たりの使用回数

回/day 0.5 0.5 2012

寝室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1回当たりのプッシュ回数

回/day 2.0 1.0 2012

寝室の消臭・芳香剤（エアゾールスプ
レー）の1プッシュ当たりの使用秒数

秒/回 2.0 2.0 2012

家事行動 食器の手洗いの所要時間 min/回 7.5 7.5 2010

洗剤を用いた部屋掃除の所要時間 min/回 15 7.5 2010

ガラス掃除の所要時間 min/回 37.5 25 2010

トイレ掃除の所要時間 min/回 7.5 7.5 2010

バスルーム掃除の所要時間 min/回 7.5 7.5 2010

衣服の手洗いの所要時間 min/回 7.5 7.5 2015
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Table 2 AIST の化学物質リスク評価管理研究センターが開示する「暴露係数」の抜粋 

（出典 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項目 代表値 更新

食品摂取量 男性: 668 mL/day 2007

女性: 666 mL/day

その他摂取量 喫煙本数 19.8本/day 2007

1-6ヶ月児: 702 g/day 2006

1-12ヶ月児: 581 g/day

生活時間 在宅 15.8 hr/day 2007

子供の在宅 小学校高学年: 15.1 hr/day 2007

男性: 0.39 hr/day 2006

女性: 0.45 hr/day

人体関連 男性: 64.0 kg 2007

女性: 52.7 kg

男性: 36.9 kg 2007

女性: 37.0 kg

男性: 16,900 cm
2 2006

女性: 15,100 cm
2

呼吸率 男女平均: 17.3 m
3
/day 2006

その他 換気率 0.59 回/hr 2007

体重

子供の体重

体表面積

水

母乳

入浴
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Table 3 総務省の「社会生活基本調査」による生活時間の配分（出典 15） 

 

 

  

1次活動 10.68

睡眠 7.67

身の回りの用事 1.37

食事 0.67

2次活動 6.95

仕事等 4.82

　通勤・通学 0.57

　仕事 3.55

　学業 0.70

家事関連 2.13

　家事 1.38

　介護・看護 0.07

　育児 0.25

　買い物 0.43

3次活動 6.37

移動（通勤・通学を除く） 0.48

テレビ・ラジオ・新聞・雑誌 2.25

休養・くつろぎ 1.62

学習・自己啓発・訓練（学業以外） 0.22

趣味・娯楽 0.78

スポーツ 0.23

ボランティア活動・社会参加活動 0.07

交際・付き合い 0.28

受診・療養 0.13

その他 0.31

Unit: hr



108 

 

 

Table 4 NHK 放送文化研究所による「国民生活時間調査」の 

日本人の生活時間・2015 の抜粋（出典 17） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大分類 中分類 小分類 具体例

睡眠 睡眠 30分以上連続した睡眠, 仮眠, 昼寝

食事 食事 朝食, 昼食, 夕食, 夜食, 給食

身のまわりの用事 身のまわりの用事 洗顔, トイレ, 入浴, 着替え, 化粧, 散髪

療養・静養 療養・静養 医者に行く, 治療を受ける, 入院, 療養中

仕事 何らかの収入を得る行動, 準備・片付け・移動なども含む

仕事のつきあい 上司・同僚・部下との仕事上のつきあい, 送迎会

授業・学内の活動 授業, 朝礼, 掃除, 学校行事, 部活動, クラブ活動

学校外の学習 自宅や学習塾での学習, 宿題

炊事・掃除・洗濯 食事の支度・後片付け, 掃除, 洗濯・アイロンがけ

買い物 食料品・衣料品・生活用品などの買い物

子どもの世話 子どもの相手, 勉強をみる, 送り迎え

家庭雑事 整理・片付け, 銀行・役所に行く, 子ども以外の家族の世話・介護・看病

通勤 通勤 自宅と職場（田畑などを含む）の往復

通学 通学 自宅と学校の往復

社会参加 社会参加 PTA, 地域の行事・会合への参加, 冠婚葬祭, ボランティア活動

会話・交際 会話・交際
家族・友人・知人・親戚とのつきあい, おしゃべり, 電話, 電子メール,

家族・友人・知人とのインターネットでのやりとり

スポーツ 体操, 運動, 各種スポーツ, ボール遊び

行楽・散策 行楽地・繁華街へ行く, 街をぶらぶら歩く, 散歩, 釣り

趣味・娯楽・教養 趣味・けいこごと・習いごと, 観賞, 観戦, 遊び, ゲーム

趣味・娯楽・教養の
インターネット

趣味・娯楽・遊びとしてインターネットを使う*

テレビ BS, CS, CATV, ワンセグの視聴も含む

ラジオ らじる★らじる, radiko (ラジコ) からの聴取も含む

新聞 朝刊・夕刊・業界紙・広報紙を読む (チラシ・電子版も含む)

雑誌・マンガ・本 週刊誌・月刊誌・マンガ・本を読む (カタログ・電子版も含む)

CD・テープ
CD・デジタルオーディオプレーヤー・テープ・パソコンなど

ラジオ以外で音楽を聞く

ビデオ・HDD・DVD
ビデオ・HDD・DVDを見る（録画したテレビ番組の再生視聴・ネットで

配信されたテレビ番組の視聴も含む）

休息 休息 休憩, おやつ, お茶, 特に何もしていない状態

その他 上記のどれにもあてはまらない行動

不明 無記入

*仕事や学業上の利用は, それぞれ「仕事」「学業」に分類。メールは「会話・交際」に分類

その他 その他・不明

必需行動

拘束行動

仕事関連

学業

家事

自由行動

レジャー活動

マスメディア接触
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Table 5 「国民生活時間調査」における必需行動および自由行動の 

全員平均時間と行為者平均時間（出典 17） 

 

 

 

 

  

平日 土曜 日曜 平日 土曜 日曜

睡眠 睡眠 7.25 7.70 8.05 － － －

食事 食事 1.60 1.73 1.73 － － －

身のまわりの用事 身のまわりの用事 1.20 1.20 1.20 － － －

会話・交際 会話・交際 0.23 0.45 0.47 1.57 2.37 2.62

スポーツ 0.17 0.23 0.27 1.77 2.57 2.78

行楽・散策 0.27 0.63 0.82 2.07 3.10 3.37

趣味・娯楽・教養 0.38 0.57 0.73 2.48 3.30 3.48

趣味・娯楽・教養の
インターネット

0.47 0.63 0.72 2.03 2.50 2.78

テレビ 3.30 3.78 3.95 － － －

ラジオ 0.33 0.27 0.25 2.73 2.5 2.62

新聞 0.27 0.30 0.28 0.80 0.83 0.83

雑誌・マンガ・本 0.20 0.23 0.23 1.27 1.48 1.43

CD・テープ 0.12 0.13 0.12 1.60 1.90 1.97

ビデオ・HDD・DVD 0.28 0.42 0.38 1.90 2.33 2.25

－ : 必需行動および自由行動のテレビは行為者率が8割を超えるため無記載

行為者平均時間
大分類 中分類 小分類

全員平均時間

必需行動

自由行動

レジャー活動

マスメディア接触
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Table 6 「平成 30 年国民健康・栄養調査」における年齢階級とその身長および体重 

（出典 25） 

 

  

身長 (cm) 体重 (kg) 身長 (cm) 体重 (kg)

全体 162.4 61.8 150.3 50

1歳 79.7 10.4 77.2 10.2

2歳 88.6 12.6 87.5 12.3

3歳 96.0 14.2 96.1 14.6

4歳 101.2 15.4 102.3 15.9

5歳 110.0 18.2 109.3 18.1

6歳 115.6 20.4 114.8 20.3

7歳 122.0 24.2 119.6 22.3

8歳 127.8 26.6 125.7 26.0

9歳 131.8 29.1 134.4 29.7

10歳 138.4 33.8 140.6 33.7

11歳 145.7 38.8 146.6 37.1

12歳 153.1 43.4 150.1 41.9

13歳 160.3 50.4 154.6 47.2

14歳 165.2 51.0 154.9 48.7

15歳 168.0 57.9 158.2 49.5

16歳 173.9 62.6 156.6 49.9

17歳 169.2 57.3 154.8 47.2

18歳 170.0 61.1 157.4 50.1

19歳 174.0 64.3 156.6 51.2

20歳 169.1 61.4 157.0 50.7

21歳 172.5 65.1 157.1 52.2

22歳 172.6 64.0 158.8 52.3

23歳 169.4 62.8 159.3 54.6

24歳 171.5 63.9 157.5 50.9

25歳 173.5 70.3 160.1 53.3

26-29歳 171.7 66.0 159.4 54.0

30-39歳 172.1 71.0 158.3 53.4

40-49歳 171.3 71.1 158.7 55.8

50-59歳 170.8 70.4 157.0 55.2

60-69歳 167.2 67.1 153.9 54.2

70歳以上 162.7 62.7 149.0 51.3

男性 女性
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Table 8 放射線医学総合研究所による行動別日本人の呼吸率と生活時間（出典 35） 

 

 

  
日本人男女の

平均呼吸率 (m
3
/hr)

Ⅰ 睡眠と安らかな横臥 0.37 睡眠

Ⅱ 座った姿勢での活動 0.60

食事, 趣味 (1/4), 交際 (1/2),

テレビ・新聞等, 休養, 学習・研究,

受診, 屋内での学業

Ⅲ 立った姿勢での軽い活動 0.91

身の回り, 通勤・通学, 屋内仕事,

家事 (1/4), 育児 (1/2),

買い物 (1/2), 移動 (1/2),

趣味・娯楽 (3/4), 交際 (1/2), その他

Ⅳ 家事の身体活動 1.17
家事 (3/4), 社会的活動, 育児 (1/2),

屋外仕事, 屋外での学業

Ⅴ 活動的な娯楽 1.88 スポーツ, 介護・看護

Ⅵ 速やかな歩行 1.93
通勤・通学 (1/2), 買い物 (1/2),

移動 (1/2)

カテゴリー 行動 生活行動
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Table 9 芳香消臭脱臭剤協議会が示した平均的な空間容積（出典 41） 

 

 

  平均的な空間容積 (m
2
) 備考

トイレ 3～4 約6割が3 m
2
程度

自動車 3～6

居間 25～30 6畳～8畳

寝室（子供部屋） 15～25 4畳～6畳

冷蔵庫 0.05～0.5

冷凍庫 0.01～0.2

ペット飼育器など 0.01～0.5

台所 10～20

浴室（戸建て） 5～10

浴室（マンション） 4～5

玄関 2～10
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Table 10 AIST の調査による成形品の表面積および接触時間（出典 47） 

 

  

平均値 75%値 95%値

デスクトップパソコン 1.51 1.4 2.0 5.9

ノートパソコン 0.379 1.6 2.6 6.4

テレビ* 2.28 － － －

掃除機 0.353 0.12 0.25 0.50

洗濯機 3.11 0.0090 0.0091 0.025

冷蔵庫 4.42 0.073 0.11 0.11

電子レンジ 1.10 0.039 0.066 0.10

携帯電話 0.0281 0.26 0.25 1.2

スマートフォン 0.0220 0.68 0.79 3.3

携帯用ゲーム機 0.0528 0.13 0.042 0.75

机 4.539 0.90 1.3 2.6

テーブル 3.078 2.2 3.2 6.4

イス 1.324 3.1 4.5 9.0

書棚 7.4972 0.011 0.0083 0.042

タンス 3.78 0.094 0.17 0.17

食器棚 3.18 0.11 0.11 0.22

新聞 0.42 0.34 0.44 0.94

雑誌 0.140 0.11 0.14 0.31

書籍 3.72 0.14 0.18 0.38

*: テレビは使用時に直接接触しないため接触時間は除外

製品
1日あたりの接触時間 (hr)表面積

(m
2
)
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Table 11 AIST の調査による (a) スプレー製品および (b) 洗剤等の 

使用情報の抜粋（出典 47） 

 

(a) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) 

 

  製品分類
1回あたり使用時間

(min/回)

1回あたり使用量

(g/回)
対象化学物質

化学物質比率
(%)

食器用洗剤 12.5 0.75 界面活性剤 32

衣類用洗剤 12.5 23.5 界面活性剤 25

住居用洗剤 20.6 界面活性剤 4

溶剤系 60

水系　3

家庭用塗料 68 (±150)* 295 溶剤 21

* : スプレー製品を含まないと仮定

－ : 推定されていない

23 溶剤家庭用接着剤 34 (±47)

製品分類 方式
1秒あたり噴霧量*

(g/sec)

化学物質比率
(%)

粒子10 mm以下

の粒子比率 (%)

家庭用殺虫剤 缶スプレー 1.3 0.1 6.9

缶スプレー 0.63 5 12.3

トリガー式スプレー 0.12 12 0.7

缶スプレー 1.6 0.6 20.1

トリガー式スプレー 0.90 － 0.5

缶スプレー 0.43 － 24.8

トリガー式スプレー 0.028 － 0.2

缶スプレー 0.53 － 2.6

トリガー式スプレー 0.14 － 0.1

缶スプレー 2.0 0.1 0.1

トリガー式スプレー 0.76 3.5 0.1

家庭用塗料 缶スプレー 0.87 21 －

* : トリガー式スプレーはプッシュ1回を噴霧時間1秒であると仮定

－ : 推定されていない

虫よけ

芳香・消臭剤

制汗剤

整髪料

住居用洗剤
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Table 12 AIST による印刷物の室内存在量および部材中の有機顔料の情報（出典 6） 

 

 

  

製品 新聞 雑誌 書籍

製品購入量 (／年) 9.4月分 10.4冊 17.6冊

製品寿命 (年) 0.1 0.1 20

室内存在量 0.94月分 1.04冊 352冊

印刷インキ中の有機顔料比率 (%) 12 12 12

印刷インキ中のVOC比率 (%) 22.5 55.0 32.0

印刷インキ中の固形成分比率 (%) 77.5 45.0 68.0

化学物質比率 (%) 15.5 26.7 17.6

印刷物単位面積あたり印刷インキ使用量 (g/m
2
) 0.387 0.714 0.724

インキ種類別の印刷インキ中固形成分比率 (wt%) 0.775 0.45 0.68

印刷物単位面積あたり固形成分重量 (g/m
2
) 0.30 0.32 0.49

印刷物全面に塗られた仮定における単位面積あた

り固形成分重量 (g/m
2
)

1.16 1.16 1.16
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